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業績予想の修正及び特別損失の計上に関するお知らせ 

 
 当社は、平成 24 年 6 月 1 日付の取締役会書面決議に基づき、平成 23 年 12 月 8 日に公表いたしま

した平成 24 年 10 月期（平成 23 年 11 月 1 日～平成 24 年 10 月 31 日）の業績予想を修正するととも

に、特別損失を計上することとしましたので、その概要をお知らせいたします。 

 
記 

１．業績予想の修正（第２四半期累計期間） 

(1) 平成 24 年 10 月期 第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正 
(平成 23 年 11 月 1 日～平成 24 年 4 月 30 日) 

                       (単位：百万円) 
 売上高 営業利益 経常利益 四半期 

純利益 
1 株当たり 

四半期純利益（円）

前回発表予想（A） 18,680 845 820 431 35.92

今回修正予想（B） 17,157 450 406 48 4.07

増減額（B－A） △1,523 △395 △414 △383 ― 

増減率（％） △8.2 △46.6 △50.4 △88.7 ― 
(ご参考)前期実績 
(平成 23 年 10 月期 
第２四半期累計) 

 17,537 764 737 326 27.22

 
(2) 平成 24 年 10 月期 第２四半期（累計）個別業績予想数値の修正 

(平成 23 年 11 月 1 日～平成 24 年 4 月 30 日) 
                      (単位：百万円) 

 売上高 経常利益 四半期純利益 1 株当たり 
四半期純利益（円)

前回発表予想（A） 18,180 802 420 35.00

今回修正予想（B） 16,655 413 64 5.34

増減額（B－A） △1,525 △389 △356 ― 

増減率（％） △8.4 △48.4 △84.8 ― 
(ご参考)前期実績 
(平成 23 年 10 月期 
第２四半期累計) 

16,966 735 330 27.54

 

 



(3) 第２四半期累計期間の業績予想修正の理由 

当社グループの主軸である蔦屋書店部門において、当期よりレンタルの映像部門での低価格戦略

を展開しており、併せて仕入原価の見直しと運営の効率化を図ってきました。これにより来店客数

およびレンタル貸出本数が増えたものの、単価引き下げによる売上減少をカバーできず想定よりも

大きく乖離しております。また、下記｢３．特別損失の計上について｣のとおり、特別損失を 189 百

万円計上することにより、売上高、営業利益、経常利益、四半期純利益とも当初の予想を下回る見

込みであります。 
 

２．通期業績予想の修正 
(1)平成 24 年 10 月期 通期連結業績予想数値の修正（平成 23 年 11 月 1 日～平成 24 年 10 月 31 日） 

                     (単位：百万円) 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり 

当期純利益（円）

前回発表予想（A） 36,100 1,300 1,250 620 51.67

今回修正予想（B） 34,700 1,110 1,020 340 28.33

増減額（B－A） △1,400 △190 △230 △280 ― 

増減率（％） △3.9 △14.6 △18.4 △45.2 ― 
(ご参考)前期実績 
(平成 23 年 10 月期) 33,402 1,088 1,012 457 38.12

 
(2)平成24年10月期 通期個別業績予想数値の修正（平成23年11月1日～平成24年10月31日）   

(単位：百万円) 
 売上高 経常利益 当期純利益 1 株当たり 

当期純利益（円） 
前回発表予想（A） 35,200 1,200 583 48.59

今回修正予想（B） 33,800 1,030 360 30.00

増減額（B－A） △1,400 △170 △223 ― 

増減率（％） △4.0 △14.2 △38.3 ― 
(ご参考)前期実績 
(平成23年10月期) 32,404 1,026 480 40.01

 
 (3) 通期の業績予想修正の理由 

 通期におきましても、１．(3)と同様の理由により、売上高、営業利益、経常利益、当期純利益と

も当初の予想を下回る見込みであります。 

 
３．特別損失の計上について 

 当社は、｢固定資産の減損に係る会計基準｣に基づき、収益性が低下している店舗について今後の

売上計画を精査し、回収可能性を検討した結果、固定資産に対する減損損失 189 百万円を特別損失

に計上いたします。 

 
（注）業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したも

のであり、実際の業績等は、今後様々な要因によって予想値と異なる可能性があります。 
以上 


